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連結業績予想の修正及び特別損失（減損損失）の計上に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、2023年９月15日に公表しました2024年３月期（2023年４月１日～2024年３月31

日）の通期連結業績予想を下記の通り修正することといたしましたので、お知らせいたします。また、2024

年３月期決算において、特別損失（減損損失）を計上する見込みとなりましたので、併せてお知らせいたし

ます。 

 

記 

 

１．2024年３月期連結業績予想値の修正（2023年４月１日～2024年３月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,250 

百万円 

30 

百万円 

30 

百万円 

245 

円 銭 

31.86 

今回修正予想（Ｂ） 1,098 △32 △38 228 29.78 

増減額（Ｂ－Ａ） △151 △62 △68 △16  

増減率（％） △12.1 ― ― △6.6  

(ご参考)前期実績 

（2023年３月期） 
1,029 △34 △30 △44 △5.73 

 

２．修正の理由 

売上高につきましては、新規サービス案件の商談進捗の遅延や導入時期の延期、既存顧客の一部解約な

どの要因により、前回業績予想を151百万円下回る見込となりました。 

損益面につきましては、売上の減収に加え、仕入価格の上昇などの影響により、営業利益、経常利益が

前回業績予想を下回る見込みとなりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益は、投資有価証券等を売却し特別利益を計上した一方で、減損損失を

計上したことにより前回業績予想を下回る見込みとなりました。 

 

なお、この状況を踏まえて、当社グループでは重点施策であるパートナーとの連携強化によるアップセ

ルや新規顧客の獲得に取組むとともに、セキュリティ運用基盤の機能強化やクラウドサービス化、サービ

スラインナップの増強などの施策を実施し、今後の収益拡大に取組んで参ります。  



３．特別損失（減損損失）の計上について 

  当社の直近の業績を踏まえ、「固定資産の減損に関する会計基準」に基づき検討した結果、減損損失とし

て約39百万円の特別損失を計上する見込みとなりました。 

 

 

（注）上記の業績予想は、現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて記載したもので

あり、実際の業績は、今後の様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 

 

以上                                        


